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本カタログの無断転載を禁止します。

■ボイラをご使用いただくに当たり、事業主様の責務として、法令を遵守した届出、設置、施工、使用の義務がございます。■設置、施工に当たっては、関係法令を遵守すると共に、本装置の据付施
工要領書に従い正しく施工してください。■関係法令は、消防法（火災予防条例を含む）、大気汚染防止法、労働安全衛生法、建築基準法、水質汚濁防止法、河川法、下水道法、公害防止条例、水道法、
液化石油ガス法等がございます。また、他にも各都道府県・市の条例等がございますので、所轄の監督官庁へご確認ください。■ボイラブロー水には、高アルカリ、高温水、スラッジが含まれてお
りますので、必ず適切な排水処理を行ってください。

◎テクノサービス、オンラインメンテナンス、オンエアーメンテナンス、カラーメトリ、M-NETシステムは三浦工業（株）の登録商標です。

https://www.miuraz.co.jp

プライム市場　証券コード 6005

ボイラーを設置する場合、「火を使用する設備
等設置届出書」を所轄の消防署へ提出する事。

大気汚染防止法または地方条例により、ばい煙発生施設または特定施設に指定されている
施設は、「ばい煙発生施設届出書」または「特定施設設置届出書」を都道府県または所轄の保
健所、市等へ提出する事。

スチームシステムがお知らせ、または故障の場合
予め設定されているミウラのメンテナンス拠点
に、電話回線を通じてデータを自動通報。直ちに
拠点のコンピュータがそれを受けます。

故障でスチームシステムが停止することのないよう、
通信機能を活用して計画的にメンテナンスを行ってい
ます。万が一のトラブルには、ミウラのフィールドエン
ジニアが全力をあげてバックアップいたします。

万が一異常通報を受けたメンテナンス拠点のフィー
ルドエンジニアが不在の場合は、異常通信データを別
の拠点に自動転送。また、夜間や休日の場合は、ミウラ
本社のオンラインセンターへ自動転送されます。

（2022年3月末現在）

約1,200名のフィールドエンジニアが
お客様をサポートします

約1,200名のフィールドエンジニアが
お客様をサポートします

約1,200名のフィールドエンジニアが
お客様をサポートします

オンライン数
70,000台
以上の実績

オンライン数
70,000台
以上の実績

（2020年3月末現在）（2022年9月末現在）



日々、進歩する技術革新と、お客様からのご要望にお応え
できるよう、ミウラ教育プログラムに基づき、フィールドエ
ンジニアの人財育成を行っております。人財育成　

ミウラ独自のZMP保守点検契約制度は、フィールドエン
ジニアによる定期点検、維持管理を実施し、トラブルを
未然に防ぐビフォアメンテナンスです。夜間休日も輪番
制でフィールドエンジニアが待機し、トラブルに対処い
たします。

より良いものをあなたにお届けしたい。

商品一覧

形式

AI‒500 500
AI‒750 750

AI‒1000 1000

AI‒1500 1500

AI‒2000 2000

SI‒2000 2000

AI‒2500 2500

AI‒3000 3000

AI‒4000 4000

最高圧力
MPa

相当蒸発量
kg/h

仕　様 10S/10H 16S/16H 20S/20H 25S/25H 30S/30H

0.98 1.57 1.96 2.45 2.94

※このクラスの製品

は標準製品で取り揃

えております。個別

カタログをご参照くだ

さい。

全国に約100ヶ所のネットワークと約1,200名のフィール
ドエンジニアにより機動性に富んだメンテナンス活動で迅
速に対応します。

フィールドエンジニアは専用メンテナンスカーを持ち、各
種専門工具、計測器を搭載し、各種サービス活動を行
なっております。タブレット端末を持ち、的確なサービスを
ご提供いたします。

高圧貫流蒸気ボイラ製品一覧表

タブレット端末



より効率よく安定した運転
状態を維持するために、ボ
イラ効率や燃料使用量等の
運転データをパネルに表示
し、ボイラの状態が把握で
きます。

多彩な機能を搭載、あらゆるトラブルに対応

各項目のチェックを行い、蒸気供給ストップを極力未然防止
する機能です。

お知らせ機能 熱管理機能

■ボイラ効率
■給水量
■濃縮ブロー量
■高燃焼時間
■低燃排ガス温度
■給水温度

■燃料使用量
■蒸発量
■低燃焼時間
■点火回数
■高燃排ガス温度

炎センサが故障していない
か、シャッターにより、光感知
部を定期的に遮断し、炎セン
サ自身が自己チェックします。

自己診断機能付き炎センサ

より高度な制御を実現

ボイラ状態が一目でわかるコンディションサイン採用

よりシンプルな操作性の追求で、簡単運転・楽々設定

正常に運転中です。 警報判定により停止しています。 お知らせがあります。

■燃焼チェック　  ■給水チェック　■保全チェック
■センサチェック　■通信不良　　 ■通信チェック

■ユーティリティチェック　■日常管理チェック
■本体管理チェック

ボイラ室
管 理 用

本体故障
解 析 用

高効率・高機能・高性能に加え、さらなる安全性を追求

ワンタッチで
スタート＆ストップ

操作が簡単な
ロータリースイッチ

エア差圧スイッチによる
送風確認

エア差圧
スイッチ

エア

バーナへ

単なる圧力監視でなく差圧を
監視することにより、煙道に
向けて送風されていることを
確認。
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（別売品）

ミウラは、情報通信技術とオンラインメンテナンスで、
お客様のスチームシステムの保守管理を強力、確実にサポートいたします。

低温ドレン
排出

ミウラのM-NETシステム のご提案

T

給水タンク

温度センサ

原水
硬度用 硬度用 溶存

酸素用

オンエアーメンテナンス　通信
一般電話回線不要で簡単接続
○回線工事費なし
○回線契約費なし

工場各ライン
からの

戻りドレン水

蒸気ボイラ

BP-201タワー式脱酸素装置

スチームヘッダ

工場各ライン

水位
センサ

LS

M
モータ
バルブ

カラーメトリ カラーメトリ カラーメトリ

R

R

蒸気コントロール装置

薬注装置

別売品

各ボイラの稼動時間の均一化を自動で行います。
（使用状況に応じたローテーション設定可能）

蒸気負荷に見合ったボイラ台数の運転に加え、
燃焼ボイラは高効率もしくは応答優先状態で
の燃焼を行います。
また、想定される蒸気使用量より設定した各種
蒸気量と、選択した優先モードにより、制御対
象とするボイラ及び台数を自動で決定します。

効率優先、応答優先モード
運転制御

■燃焼ボイラ入替安定化制御

R
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（各図面は、1.96MPa標準仕様A重油焚きを示します）


